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学部：応用日本語学科 

学科設立のあゆみ  

 台湾における日本語教育には長い歴史があります。日本統治時代（１８９５－１９４５）の「皇

民化」教育のもとでの「国語教育」に端を発し、戦後約２０年間の中断の後、外国語教育の一環

で、今日にみられるような日本語教育が再開されるようになりました。 

１９７０年代に入り、台湾経済が発展し、それに伴い対日貿易が拡大するにつれ、台湾政府や

民間企業は、高度な日本語能力を持ち、日本文化を深く理解している人材の不足を痛感するよう

になりました。そこで、即戦力となるような日本語能力を擁したビジネスマンを育成するために、

台湾政府は１９８０年３月３１日に台湾教育部（文部省）下にある教育庁を通じて、本学（当時

の台中商業専業（門）学校）に対し公文書（台６９技字第８８３９号）を発行し、日本語をはじ

め、英語とビジネスも習得できる教育計画を立てるよう指示を出しました。その指示のもと、本

校は、１９８０年４月に「商業語文科日文組」計画書を提出し、最終的に本学科は「応用外語科

日文組（応用外国語学科日本語コース）」の名称で設立されました。本学は、商業知識はもちろ

んのこと、日本語や英語にも堪能なビジネスの人材を育成するという教育理念を掲げ、台湾全国

初の「応用外語科（応用外国語学科）」を設立したことは、公立学校では日本語学科を設立でき

ないというそれまでの暗黙の了解を打ち破り、その後台湾の日本語教育の発展を遂げるきっかけ

となりました。 

 

沿革  

民国 69 年(1980 年)8 月、応用外国語学科日本語コース(五専制)創設、1クラス(50 名、男子

限定)。 

民国 70 年(1981 年) 8 月、2クラス(男子限定)に増加。 

民国 75 年(1986 年) 8 月、クラスごとに男子、女子各半数ずつとなる。 

民国 84 年(1995 年) 8 月、日本語コースの 1クラスを英語コースに変更 

 （男子・女子の定員数限定も取り消しとなる）。 

民国 89 年(2000 年) 8 月、応用外国語学系(二技制)設置。1クラス 

 （50 名、日本語コース 25 名、英語コース 25 名）。 

民国 90年(2001 年) 8 月、応用外国語学系(二技制)の学生数を日本語コース 1クラス（50名）、 

  英語コース 1クラス（50 名）に増加。 

民国 92 年(2003 年) 8 月、応用外国語学系(四技制)設置。1クラス 

 （50 名、日本語コース 25 名、英語コース 25 名）。 

民国93年(2004年) 8月、応用外国語学系(四技制) の学生数を日本語コース1クラス（50名）、 

  英語コース 1クラス（50 名）に増加。 

民国 96 年(2007 年) 8 月、応用外国語学科日本語コース(五専制)を応用日本語学科と改称。 

民国 98 年(2009 年) 6 月、「日本市場商務策略研究所」（修士課程）設立。 

民国 99 年(2010 年) 8 月、「日本市場商務策略研究所」（修士課程）院生入学。 
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設立主旨と教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 修士課程 

設立 

主旨 

本学科は「実用」を目標とし、卓越した

教育を追及し、グローバリゼーションお

よびローカリゼーションに対応できる人

材を育成する。本学の「進歩的な学習（創

新服務）」を理念に、日本の経済貿易に

関する知識習得を中心に、グローバルな

商業知識と英語能力の向上を視野に入

れ、産業交流の場で優れた日本語を運用

できるビジネス人材の育成を旨とする。 

本修士課程は「実用」を目標とし、卓

越した教育を追及し、グローバリゼー

ションおよびローカリゼーションに対

応できる人材を育成する。本学の「進

歩的な学習（創新服務）」を理念に、

日本語、英語及び商業知識を中心に、

ハイレベルの対日ビジネス人材の育成

を旨とする。 

教育 

目標 

1.聴解、会話、読解、作文、翻訳（通訳

と翻訳）の五技能の育成 

2．日本の産業、社会、経済および貿易、

文化に対する理解力の育成 

3.教養ある国際人への育成、国際情勢を

比較、分析できる基礎能力の育成。 

4.実務能力と多元的なビジネス専門知識

の育成 

1．ハイレベルの日本語コミュニケーシ

ョン能力の育成 

2．ビジネス英語コミュニケーション能

力の育成 

3．日本市場、台湾と日本の経済貿易、

ビジネス戦略、専門知識の育成 

4．実務能力と対日ビジネス専門知識の

育成 

中核的

な能力

の育成 

1.日本語の専門能力 

2.上級レベルの英語力 

3.貿易、産業、国際企業など商業に関す

る知識 

4.異文化コミュニケーション力、対日ビ

ジネス実務の処理能力 

5.表現力と企画力 

6.実務、実習の実行力 

7.情報処理力 

8.新規事業開拓力 

9.チームワーク力 

10．問題解決力 

人材育

成の方

向性 

1.対日経済貿易分野 

2.ビジネス通訳·翻訳分野 

3.教育、外交、観光分野 

1．ハイレベルのビジネス日本語能力 

2．ビジネス英語能力 

3．日本市場の現状と特性の理解 

4．台湾と日本の経済貿易、産業構造の

理解 

5．対日ビジネスと市場開拓、企画能力 

6．対日貿易の専門知識と実務能力 

7．電子ビジネス能力 

8．ビジネス·産業通訳、翻訳能力 

9. チームワーク力 

10．問題解決力 

1．対日経済貿易·高レベル日本語分野 

2．ビジネス通訳・翻訳の専門分野 
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教育目標 

本学科は五専、二技、四技の三つの専攻課程で構成され、五専は高専部に、二技と四技は大学

部に属します。それぞれの教学目標は以下の通りです。 

 

五専  

学科設立当時（1980）の方針に従い、日本語、英語、ビジネスの三分野一体の教育を実施し、

これらの過程を通じて、優秀なビジネス人材を育成することを目的としています。カリキュラム

は台湾文部省で定められた基礎課程を学ぶほかに、専門科目、理論、実習を含め、卒業するため

に必要な履修単位は 246 単位です。 

 

二技と四技 

日本語とビジネスに必要な技能を学ぶ過程で、職業倫理を養い、上級レベルの日本語能力を持

つビジネス人材を育成することを教育目標に掲げています。二技と四技に入学した学生は、高専

（五専）もしくは高校ですでに日本語の基本能力を身につけているため、「会話」「聴解」「読

解」「作文」の四技能と「翻訳」能力がさらに向上します。同時に、ビジネス（商学）、日本文

化（日本学）、日本語教育などの専門課程と、英語や情報処理に関する授業なども履修すること

で、語学やそれを生かした専門知識の習得が可能なカリキュラムになっています。 

卒業単位についてはカリキュラム計画をご参照ください。 

 

特色 

語学とビジネスの両立 

五専課程は、ビジネス分野に精通し、日本語と英語二か国語ができる人材教育を目標としてい

ます。カリキュラムの比重は、日本語がメイン、英語、ビジネスの順です。五専で学ぶ学生は、

五年間の専門訓練を通して、日本語、英語の平常授業以外に、語学検定試験やスピーチコンテス

ト、日本語劇などの参加が奨励され、実践的に日本語能力を身につけるさまざまな機会が設けら

れ、成果を収めています。また、ビジネス知識も、卒業時の就職活動で競争力になっています。

二技·四技課程では、上級レベルの日本語ができるビジネス人材を育成することを目標としてい

ます。2010 年から新しいカリキュラムを実施し、英語とビジネスに関連の授業がを増やしまし

た。四技では、特に英語の授業が大幅に増え、二技は五専（高専）とともに、ビジネス・マネジ

メント、英語の授業が増えています。授業では、最新の日本語教材を使用し、新しい知識を学び、

産業・ビジネス社会で活躍できるようにするため、直接日本語で授業が行われています。 

新しいコース 

近年、「日本語商業プレゼンテーション」、「日本語会議演習」、「ビジネスとインターネッ

ト情報」、「英日対訳」、「英日コミュニケーション技巧」、「日本語文案設計」、「英日文契

約実務入門」、「産業日本語」などの授業が新しく開講されました。また、将来にむけ、教材の

開発にも取り組んでいす。 
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少人数制 

本学科の主要な専門授業（日語会話、英語会話、日語読本、日語発音、日語習作、日語翻譯、

日文導読と討論、日語発表演習、日語商業プレゼンテーション、日語会議演習など）の一クラス

の学生数は２５名ほどで、少人数制を導入しています。教師は学生のニーズに合ったきめ細かい

授業ができ、学生も丁寧な指導が受けられ、より良い学習効果が期待できます。 

 

充実した外国人教師およびバイリンガルの教師陣 

非常勤講師も含め、外国人教師が多く、バイリンガルの教師も多数在籍しています。日本語会

話は、日本人教師もしくは日本語を母語とする台湾人教師が担当しています。英会話の授業も概

ね外国人教師が担当しています。外国人教師は専門知識だけではなく、情熱を持って学生を指導

しています。学生は、ネイティブスピーカーと交流することで、コミュニケーション能力と外国

語能力が向上し、異文化理解を深め、グローバルな視野が身につきます。英語や日本語に堪能な

台湾人教師と日本人教師の協力で、国際社会で活躍できる人材を育成するための学習環境が整っ

ています。また、世界的な潮流に合わせ、英語学習にも注力し、本学科教師の尽力で、英日通訳

やプレゼンテーション能力を高める指導も行われています。 

 

現代化した学習設備 

本学科では、最新のソフト・ハードウェアを備えた専門教室に力を入れています。専門教室を

利用することで、より活発で効率的な学習効果が期待できます。現在、14 の専門教室以外に、

学生が自習できる E-Learning の教室などがあります。 

 

海外派遣による言語実習課程 

本学科では、日本各地の大学との連携による交換留学生制度及び日本企業での実習を中心に、

東大阪訪日研修団、京都研修、鹿児島企業実習などの短期留学、遊学、実習コースなどを提供し

ています。上記の実習を通じて、学生は自分の手で日本社会を経験することができ、そして幅広

い国際的な視野を身につけることができます。さらに、学習のモチベーションやより実践的な日

本語能力を高めることができます。 
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国内の企業見学と実習 

本学科は様々な企業見学（旭硝子、裕隆 NISSAN、友達光電、三洋電子などの多国籍企業，大

發金屬、外貿協會、樂田股份有限公司など）を実施し、国立自然博物館での研修や民間企業研修

も開催し、学生の就職に役立つ、より実践的な活動にも力を入れています。 

 

様々な課外活動 

本学科の学生は活発で、いつも新しいアイデアを持っています。在学中は多くの活動を行い、

そして日本に関する様々な物事を熱心に学習しています。 

 

おしゃべり亭 

昼休みの時間を利用して常勤の日本人教師と一緒に食事をしながらリラックスした雰囲気の

中で学生は日本語会話能力を磨く機会を設けています。 
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文化祭 

毎年１２月中旬に行われる学園祭にあわせて、茶道、太

鼓、日本舞踊、折り紙、生け花などの日本文化に関するイ

ベントを実施します。異文化理解を深める体験学習の機会

を設けています。そのほかにも、和食のマナー講座や、日

本映画鑑賞、学術講演の行事なども行っています。 

 

 

演劇コンテスト 

五年生専門課程（五専）では毎年英語と日本語の演劇コンテストを開催しています。シナリオ

作成、舞台稽古などの活動を通して日本語と英語のバイリンガル能力を磨くと同時に、仲間意識、

連帯感を密接にすることにより、自分たちで問題解決を導く能力も鍛えられます。 

 

ドラマ大賞 

二技と四技の学生を中心に毎年与えられたテーマに沿った内容のオリジナル「映画」（新日劇）

を学生が自主的にデジタルカメラで撮影し、学科内のコンテストに出品します。この活動を通し

て学生は私生活についての内省の機会を与えられ、現実と理想についていかに考えるかという思

索のきっかけが提供されています。 
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修士課程：日本市場ビジネス戦略修士課程 

教育目標： 

アジア経済圏、及び台湾と日本両国の経済、産業と文化外交等の頻繁に交流することに応じ、

台湾中部発展の特色に合わせて、中小企業及びハイテック産業の対日商務高級日本語人材を育て

ることと国家競争力を高めるために、「応用日本語学科日本市場及び商務策略マスターコース」

を設立しました。 

研究領域：商務応用日本語 

カリキュラム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色： 

1．業界教員：外交部の翻訳家、外貿易協会の最高責任者、日本総合商社の最高責任者、日本

専門家(集中講義)など。 

2．関係学科及企業管理、商業領域などの卒業生を大歓迎。 

3．日本研究センターが設立されたため、学生に海外研修の機会を提供します。 

修士論文 

高レベルの外国

語ビジネスコミ

ュニケーション、

表現、文書技能を

深めること 

日本に対するビ

ジネス、貿易の実

務操作技能を深

めること 

 

日本に対する実

践ビジネス、演

習とケース研究

及び専門的な素

養を深めること 

選択課程(一)： 

言語テクニック領

域— 

 

選択課程(二)： 

文化と社会領域— 

日本文化、社会、

日本企業文化に

ついての理解を

深めること 

選択課程(三)： 

対日商務領域— 

 

共同選択(四)： 

必修課程 

日本市場マクロ経済の

現状に対する概略的な

理解、日本に対する商

務コミュニケーション

のテクニック習得 
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教員リスト： 

教員名 学歴 専門分野 

研究科科長(准教授) 

 黄英哲 

日本九州大学比較社会文化学府 

日本社会文化専攻博士 

言談分析/外国人日本語の使用分析/言

語運用論 

教授 王敏東 
日本大阪大学国文学専攻国語学

講座博士 
語彙/日本語教育/医学日本語 

准教授 黄麗修 
日本埼玉大学大学院文化科学研

究科修士 
日英比較文学/新聞教育学/日本教育学 

准教授 邱學瑾 日本広島大学教育学博士 
日本語教育/認知言語心理学/第二言語

習得 

准教授 呉致秀 
University of South Dakota 教育

博士 
日本語教育/成人教育 

准教授 黎立仁 日本名城大学経済学研究科博士 

日系多国籍企業/トヨタ生産システム

管理/日本経済/ビジネス文書/産業日

本語 

准教授 謝敏華 
Northern Illinois University 教育

博士 
第二言語習得/言語教育/日本語教育/

文化比較論 

准教授 張瓊瑜 台湾東呉大学日本文学博士 現代日本語文法 

准教授 曾耀鋒 
日本一橋大学商学研究科商学博

士 

日本金融市場與機構/保險學/日系國際

企業/日治時期台灣經濟史 

助教授 堂坂順子 Indiana University 言語教育博士 
日語教育/語言學習焦慮研究/語言教育

/英日語溝通技巧 

助教授 橘孝司 日本広島大学文学博士 言語学/ギリシャ語 

助教授 林雅芬 
日本新潟大学現代社会文化研究

科博士 

中日通訳/中国語と日本語対比分析/語

用分析 

助教授 南雄太 
日本専修大学日本語日本文学研

究科博士 
日本文学/日本文化 

助教授 洪國財 
日本大阪大学人間科学研究科人

間学科社会学博士 

日本社会と文化/文化研究/マスコミメ

ディア 

助教授 武藤史子 日本神戸大学文化学研究科博士 日本近代文学/日本文化 

助教授 葉秋蘭 
台湾中山大学中山学術研究科社

会科学博士 
日本政治と外交/国際関係/日本語教育 

助教授 張銘今 日本神戸大学経済学研究科博士 国際経済/総合経済政策/国際貿易 

助教授 李嗣堯 
日本北海道大学経済学研究科経

済学博士 

日本産業政策/台日の経済貿易関係/日

本企業/財務諸表分析 

助教授 張宜樺 
日本慶應義塾大学文学研究科文

学博士 
日本文学/日本文化/翻訳/作文 

兼任教授 宮本謙介 
日本一橋大学社会科学研究科博

士 
アジア経済史/現代アジア経済論 
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兼任准教授 呉銀澤 日本神戸大学経営学研究科博士 生産/技術管理 

兼任准教授 杉山泰之 
日本国立大阪大学経済学研究科

博士 
国際経済学/応用経済学 

技術兼任教授 蘇定東 日本筑波大学地域研究科修士 (翻訳、逐語通訳、同時通訳) 

技術兼任准教授 林安定 
台湾雲林科技大学企業管理研究

科修士 
経営策略と管理/経営改善事例 

技術兼任准教授 王柏堯 日本横浜大学経営学研究科修士 企業経営分析論/日本貿易事例 

技術兼任准教授 張文譯 
台湾中興大学企業管理研究科修

士 
企業経営分析論/日本貿易事例 
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2014 年度外国人留学生募集 

申請入学: 

募集人員 
学部：四技 2名、二技 2名 

マスターコース：4名 

申請期間 

2014 年 3 月 3 日(月)至 2014 年 4 月 30 日(水) 

2014 年 3 月 3 日(月)至 2014 年 4 月 30 日(水)(郵送) 

2014 年 3 月 3 日(月)至 2014 年 4 月 30 日(水)17:00 前 

(持参する場合：中正楼 3階研究発展処国際交流組) 

入学検定料及び 

振り込み期間 

入学検定料：1,000 元 

(払込後の入学検定料はいかなる理由があっても返還しません) 

振り込み期間：2014年 3月 3日(月)から 2014年 4月 30日(水)まで 

必要な提出書類: 

1．必要な書類のチェックリスト 103 学年度募集要項ご参照 

2．入学願書(2 部＋顔写真) 103 学年度募集要項ご参照 

3．個人の履歴(自伝：日本語で 1000 字以内) 103 学年度募集要項ご参照 

4．誓約書 103 学年度募集要項ご参照 

5．同意書 
103 学年度募集要項ご参照 

本校に提供した資料をチェックする同意書 

6．国籍証明書類(パスポートコピー）  

7．中国語あるいは英語の学歴証明書 
日本の学歴の場合： 

台北駐日弁事処に認証してもらうこと 

8．中国語あるいは英語の学業成績証明書 
日本の学歴の場合： 

台北駐日弁事処に認証してもらうこと 

9．財力証明 103 学年度募集要項ご参照 

10. 推薦状  

11．各学科指定する書類 

学部 

1．学業成績証明書 

2．自伝：勉学する履歴、申し込み動機、自己希

望などを含む 

3．学習計画書 

4．ほかの資料(例えば：サークル活動、学生会、

ライセンス、検定資格、コンテスト受賞実績

など) 



 国立台中科技大学応用日本語学科日本市場及びビジネス戦略修士課程  12 

マスターコース 

1．学業成績証明書 

2．自伝：勉学する履歴、申し込み動機、自己希

望などを含む 

3．推薦状 

4．研究計画 

5．ほかの資料(例えば：卒業制作、著作、ライセ

ンス、検定資格、コンテスト受賞実績、サー

クル活動経歴など) 

※上記の資料は中国語、英語あるいは日本語でも

可能 

12．入学検定料 1000 元、振り込みしたレシー

トコピー1部 

 

13．外国人奨学金を申請する場合、同時に申込

書及び必要な書類を提出すること。 

申し込み表は下記のアドレスにアクセスしてダ

ウンロードしてください 

※103 学年度外国人申請入学募集要項：

http://admission.nutc.edu.tw/files/14-1031-15232,r213-1.php 

※外国人奨学金情報：http://otc.nutc.edu.tw/files/11-1006-1908.php 

合格発表及び入学手続き： 

合格発表 2014 年 6 月 6 日(金) 

入学通知書郵送 2014 年 6 月 13 日(金) 

入学手続期間 2014 年 9 月 2 日(火) 

※申請入学情報の提供 URL：http://admission.nutc.edu.tw/ 

学費等納付金 

103 学年度以降の納付金は未定です。 

 応用日本語学科                    単位：元 

種類 第 1学期 第 2学期 年額 

授業料 29,960 元 29,960 元 59,920 元 

雑費 13,080 元 13,080 元 26,160 元 

情報機器利用料 300 元 300 元 600 元 

学生保険費 228 元 228 元 456 元 

合計 43,568 元 43,568 元 87,136 元 

 

 

 

http://admission.nutc.edu.tw/
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 修士課程                            単位：元 

種類 第 1学期 第 2学期 年額 

授業料 20,800 元 20,800 元 41,600 元 

履修単位料 

(10 単位履修場合) 

2,900 元(1 単位) 

(29,000 元) 

2,900 元(1 単位) 

(29,000 元) 
(58,000 元) 

情報機器利用料 300 元 300 元 600 元 

学生保険費 228 元 228 元 456 元 

合計 50,328 元 50,328 元 100,656 元 

 

奨学金制度 

種類 金額 採用人数 

台中科技大学外国人 

奨学金 
1 学年度 5万元 

各学部及び修士課程 

若干名 

台中科技大学修士課程

助学金 
毎学期約 1万元  毎学期約 5名 

 

学生寮 

種類 4 人部屋 6 人部屋 

女性寮 1 学期 10,000 元 1 学期 6,000 元 

男性寮  1 学期 6,000 元 

 ＊ただし、夏休み期間(7 月～9 月上旬)と冬休み期間（1月中

旬～2月上旬）の宿泊費用はまた別途料金追加する。 

 

 

問い合わせ先： 

国立台中科技大学応用日本語学科日本市場及び商務策略修士課程(中正ビール 6階) 

所在地：404 臺中市北區三民路三段 129 號 

電話番号：04-2219-6432 

E-mail:jl@nutc.edu.tw 

ホームページ：http://jl.nutc.eud.tw 

 

 

 

http://jl.nutc.eud.tw/
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留学生の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横山忠之 修士 2 年 

国籍：日本 

  大学は台中科技大学の日本語学科と情報工

学科のダブルメジャーで卒業しました。もとも

とビジネスマーケティングは興味を持ってい

た分野で、今まで大学で学んだ情報系の内容を

ビジネスの視点から研究したいと思い、日台の

経済・マーケティング戦略が学べるこのマスタ

ーコースに進学しました。マスターコースの授

業では、直接先生と同級生同士とお互いに議論

を行い、日々良い刺激を受けています。論文に

ついて、色々不安を感じましたが、先生の熱心

なご指導のもと、研究を進めることができまし

た。経済・マーケティングに関する専門知識も

身につけ、日本語・英語のプレゼンテーション

能力を磨くことができるのが、このマスターコ

ースの素晴らしいところだと思います。ここで

は、充実した研究生活を送ることができ、本当

に良かったと感じています。 

来山里奈 修士 1 年生 

国籍：日本 

  私は、主婦ですが、子育てが一段落し、昨

年９月この大学院に入学しました。大学院で

は、日本のマクロ経済から、国際貿易、企業

経営、マーケティング、統計、日中通訳、英

語プレゼンテーションまで、社会で、特にビ

ジネスの現場で役に立つカリキュラムになっ

ており、それぞれの分野に卓越した先生方の

熱心な指導を受けることができます。また若

くまじめな台湾の学生に囲まれ、刺激のある

学生生活を送っています。そして、外部から

招聘されている先生方の講義も、日本経済や

ビジネス、仕事の現場の話、ノウハウ、しい

ては人生経験のお話まで、興味深い内容です。

設立して間もない若い大学院ですので、先生

方の熱意が感じられます。いつも親身に、細

かく指導してくださり、感謝しています。 

 

ヤン ス・キョン 修士 1年生 

国籍：韓国 

大学院としてもうすぐ一年になります。大学

を卒業して 20年に近くなる 40代でお勉強を又

始めました。 

私は韓国人で音楽を大学で専攻したもので

す。それで最初大学院に入って、日本語と経済

と経営で非常に難しいと思いましたが、その後

はだんだん新しい分野を勉強できることが楽

しくなりました。大学院には卒業したばかりの

人や社会人などのクラスメートがいて一緒に

勉強し、討論し、台湾社会に一歩進んだような

感じをしました。 

まだ、1年ぐらい大学院生の生活が残ってい

ますが、これからもこの大事な時間を生かし

て、また、台湾に就職にも繋がるように頑張り

たいと思います。 

植木悠弥 大学 3 年生 

国籍：日本 

  台湾の方々は、みんなとても優しく、どんな

国の人に対してもフレンドリーです。すぐにみ

んなと仲良くれると思います。台湾の方は、ど

んな人に対しても、積極的にやさしく接してく

れます。  

 そして、台湾は所々に日本の香りを残してい

て、親近感を感じれると思います。日本と台湾

との歴史や関係を至る所に残しています。一度

見てみると面白いと思います。 

 又、台湾では、日本では味わえない味があり

ます。果物や野菜、飲み物や料理まで、台湾で

しか味わえない美味しさ、台湾でしか感じるこ

とができない感動があります。是非、来てみて

はいかがでしょうか。 
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キキキャャャンンンパパパスススマママッッップププ   
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台台台中中中科科科技技技大大大学学学へへへのののアアアクククセセセススス    

交通機関： 

●●●桃園中正国際空港から 

 1．台湾高鉄で 

  中正国際空港の 1階で「高鉄桃園駅」行きのシャントルバスに乗り、高鉄桃園駅に着いてか

らまた台中駅行きの高鉄に乗り換えること。高鉄台中駅に降りてから、1階のバスターミナ

ルで「台中公園」行きのシャントルバスに乗り、「中山堂」あるいは「台中一中」で降りて

から、「台中科技大学」まで 10 分ぐらい歩くこと。(所要時間約 1時間 50 分) 

 

( http://www.thsrc.com.tw/tw/StationInfo/tbus/3301e395-46b8-47aa-aa37-139e15708779 から転載) 

 

 2．リムジンバスで 

  中正国際空港の 1階バスターミナルで、「台中」行きのリムジンバスに乗り、「台中火車站(台

中駅)」に降りること。（台中行きのリムジンバスは統聯客運、飛狗巴士、国光客運がある） 

  台中火車站前(台中駅前)から、台中客運(台中バス)8、9、14、15、16、35、41、71、82、88

或いは統聯客運(統聯バス)61、81、83、以上の路線を利用し、｢台中科技大学｣に降りること。 

(所要時間 2時間半) 

●●●台中市内から 

 1．バスで 

  ①台中客運： 

台中火車站前(台中駅前)から、8、9、14、15、16、35、41、71、82、88 以上の線路を利

用し、｢台中科技大学｣に降りること。 

  ②統聯客運： 

   台中火車站前(台中駅前)から、61、81、83、87 以上の線路を利用し、｢台中科技大学｣に

降りること。 

 

 2．車で 

  ①中清(大雅)インターチェンジ： 

http://www.thsrc.com.tw/tw/StationInfo/tbus/3301e395-46b8-47aa-aa37-139e15708779
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   インターチェンジに降りてから、中清路に走り、それから大雅路に入り、そして五権路を

左へ曲がって、少し走ってから中華路二段を右に曲がって、少し走ると本校の中商大楼に

入ります。 

  ②南屯(五権)インターチェンジ： 

   インターチェンジに降りてから、五権西路に走り、それから五権路に入り、そして中正路

を右へ曲がって、少し走ってから三民路二段を左へ曲がって、少し走ると三民路三段に入

り、学校は左側にあります。    
   

アアアクククセセセスススマママッッップププ   


